
（円）

106,204,000 118,716,515 12,512,515

(1) 認定育成員研修会 公1 toto 4,860,000 4,589,000 △ 271,000

(2) 認定員(ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ)養成講習会 公1 toto 77,075,000 91,621,637 14,546,637

(3) ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者全国研究大会 公1 toto 7,151,000 6,983,198 △ 167,802

(4)
ジュニアスポーツの育成と
安全・安心フォーラム

公1 3,508,000 2,544,000 △ 964,000

(5)
幼児期からのｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾁｬｲﾙﾄﾞ・
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ普及促進

公1 toto 13,610,000 12,978,680 △ 631,320

2,949,000 2,298,000 △ 651,000

公1 2,949,000 2,298,000 △ 651,000

9,324,000 8,940,500 △ 383,500

(1) シニア・リーダースクール 公1 7,075,000 6,692,000 △ 383,000

(2) 全国リーダー連絡会 公1 2,249,000 2,248,500 △ 500

93,880,000 98,116,500 4,236,500

(1) 全国スポーツ少年大会 公1 基金 24,759,000 22,187,500 △ 2,571,500

(2) 全国軟式野球交流大会 公1 基金 16,648,000 20,803,500 4,155,500

(3) 全国剣道交流大会 公1 基金 14,625,000 15,724,500 1,099,500

(4) 全国バレーボール交流大会 公1 基金 37,181,000 38,754,000 1,573,000

(5) 全国ホッケー交流大会等 公1 667,000 647,000 △ 20,000

71,605,000 62,651,400 △ 8,953,600

(1) 日独ｽﾎﾟｰﾂ少年団同時交流 公1 53,586,000 48,366,000 △ 5,220,000

(2) 日独青少年指導者セミナー 公1 文科 0 5,473,000 5,473,000

(3) 日独ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者交流 公1 7,303,000 0 △ 7,303,000

第54回3泊4日432名（香川）

第39回2泊3日384名（愛知）

1会場 1泊2日 各都道府県代表2名

第38回3泊4日256名（滋賀）

第14回女子3泊4日720名
　　　　男子2泊3日150名（福井）

普及講習会：全国9会場　900名
講師講習会：全国3会場　150名

全国会議1回、運営委員会2回

1会場　4泊5日　140名

全国10会場　700名

全国47県　300コース　20,000名

東京1会場　400名

東京1会場　1日　150名規模

補助
助成

平成27年度
予算

5.国際交流

3.リーダー養成・研修

＜支出の部＞

科目
会計
区分

隔年実施（未実施年度）

平成28年度日本スポーツ少年団予算書＜資金収支ベース＞ （平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

説明

1.指導者養成・研修

2.指導者協議会

4.国内交流

全国ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者協議会

平成28年度
予算

増減

第38回開催分担金等

第43回派遣18日間(125名)
　　　　受入17日間(125名)

14日間・派遣(7名)／受入(7名)

(3) 日独ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者交流 公1 7,303,000 0 △ 7,303,000

(4) 日中青少年ｽﾎﾟｰﾂ団員交流（派遣） 公1 国庫 7,027,000 6,755,400 △ 271,600

(5) 日中青少年ｽﾎﾟｰﾂ指導者交流（派遣） 公1 3,439,000 2,057,000 △ 1,382,000

(6) 国際交流関係費 公1 250,000 0 △ 250,000

80,661,000 68,408,000 △ 12,253,000

(1) Sports Japan発行 公1 toto 75,641,000 65,443,000 △ 10,198,000

ガイドブック (1,339,000円)

PRリーフレット (600,000円)

事業報告書 (444,000円)

ﾘｰﾀﾞｰ育成ﾏﾆｭｱﾙ (163,000円)

その他作成経費 (419,000円)

1,872,000 1,191,000 △ 681,000

公1 1,872,000 1,191,000 △ 681,000

4,962,000 4,496,000 △ 466,000

公1 4,962,000 4,496,000 △ 466,000

6,736,000 6,182,000 △ 554,000

公1 6,736,000 6,182,000 △ 554,000

134,426,000 127,064,000 △ 7,362,000

公1 安全 134,426,000 127,064,000 △ 7,362,000

39,112,000 24,251,800 △ 14,860,200

団旗等作成 (10,343,000円)

認定証等作成 (1,702,000円)

登録業務委託費等 (12,206,800円)

73,624,000 73,057,500 △ 566,500

(1) 運営費 公1 68,151,000 68,350,000 199,000

(2) 委員会費等 公1 5,473,000 4,707,500 △ 765,500

0 0 0

625,355,000 595,373,215 △ 29,981,785

1,823,000 33,673,805 31,850,805

※

39,112,000 24,251,800 △ 14,860,200

支出の部については、上記以外に事務局運営に伴う光熱水料費や租税公課等の必要諸経費（平成26年度決算額で約3,600万
円）が発生する。なお、平成26年度までは、スポーツ少年団関係事業は(公6)に区分されていたが、平成27年度以降は公益財団

登録認定・集計費 公1

合計

収支差額

8.研究調査

(2) 公1 2,965,000

人件費

常任委員会4回、委員総会2回他

13.予備費

表彰物品作成等

専門部会3部会年4回
プロジェクト、ワーキング

11.登録認定関係

12.運営諸費

熱中症予防プログラム提供協力金等

10日間(10名)　※前年度は受入

各事業へ振り分け

7日間(40名)　※前年度は受入

△ 2,055,000

「Sports Japan」発行

視聴覚等各種資料作成

7.少年団顕彰

6.広報出版

5,020,000

隔年実施（未実施年度）

専門部会、プロジェクト開催費

認定員養成講習会協力事業等

組織整備強化事業 47都道府県スポーツ少年団育成費

9.スポーツ活動サポートキャンペーン

10.組織整備強化

日本スポーツ少年団顕彰事業

法人日本体育協会の公益目的事業会計が(公1)～(公9)の区分から「国民ｽﾎﾟｰﾂ推進事業(公1)」に一本化され、スポーツ少年団
関係事業にかかわる当該諸経費の額を算出することが困難になることから、上記には含めていない。


